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Praziquantelによる犬 ･猫の肝吸虫症の実験的治療
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EfficacyofpraziquantelagainstClonwchissinensisinfectionindogsandcats.
TetsuroSAITOl),KazuhisaMoRISHIGEZ),ShinjiKAWASAKI3),andYasumasaToNGU4)
Theefficacyofpraziquantelwastestedusinglldogsand3CatsinfectedwithClonorchissinensis.
Eachexperimentalanimalwasinfectedwith50metacercariaeofClonorchissinensisrespectively.The
efficacyofthedrugwasevaluatedbyconsiderablereductionsofEPG.Thewormswereeliminated
from91%ofdogsand100%ofcatswithhypodermicinjectionoftotal75mg/kgpraziquantel.Thisdrug
waseffectiveagainstClonwchissinensisinfectionindogsandcatsasinthecaseofothertrematodes.
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は じ め に
フロラジカンテルは人畜ともに多くの寄生虫に対
して有効な広域駆虫剤として今 日汎用されている｡
特に犬や猫 ではマ ンソン裂頭条 虫や 瓜実条
虫1,2,3,4,5),壷型吸虫5,6)などに極めて著効があるこ
とが報告されている｡吸虫類では肺吸虫7,8),横川
吸虫9)にも有効性が知られている｡肝吸虫に関し
ては実験的にラットに感染させその効果を認めて
いる8)｡一方人体においても肝吸虫症の治療に優
れた効果があることが報告されている10,ll)｡しか
し犬や猫における肝吸虫症の治療症例がないこと
もあって明確なデータがまだない｡そこで著者ら
は肝吸虫を実験的に犬と猫に感染させプラジカン
テルの駆虫効果を確かめた｡
材料および方法
使用した薬剤はpraziquantel(ドロンシット⑧,
バイエルジャパン株式会社)を犬,猫 ともに25
mg/kgにわけて3日間連続皮下注射,総量75mg/
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kg投与した｡ただしN0.5の犬にはEPGが0ま
で減少 しなかったため39日目より再度50mg/kg
を3回 (総量150mg/kg)連日投与したO
肝吸虫のメタセルカリアは倉敷市内の用水路で
探集したモツゴPseudwasbwaparuaから人工消
化法により分離採集した｡これらのメタセルカリ
アを犬,猫ともに各50個宛試食感染させた｡
実験動物として用いた犬は雑種でNo.1-No.
11の計11頭で雄が6頭,雌が5頭,年齢は4ケ月
～9歳であった｡猫はNo.1-N0.3の計 3頭,
うち雄は2頭,雌は1頭,年齢は8ケ月～18ケ月
であった｡犬のNo.11と猫のN0.3はコントロー
ルとした｡これらの実験動物はまず投薬前に検便
により腸管内寄生虫がいないことを確認した｡メ
タセルカリア感染後50日以降,糞便内の排出虫卵
(EPG)を隔日に数回検査し,EPGがほほ安定し
たのを確かめた後,投薬を開始した｡投薬終了日
を0とし,その後 6日毎にEPGの算定を行い36
日間継続した｡N0.5の犬とコントロールについ
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Table1. ChemotherapeuticeficacyofpraziquantelinClonorchisinfectiondogs
dogs totaldose(mg/kgXays)
No variety Sex age(month) Weight(k) 6⊂Lく` 12 18 24 30 36 42 48 54 60 66 72 78
firsttreatment(O°ay) secondtreatment(39-41days)
1 mongrel 辛 108 ll 75(25×3) llM 0 0 0000
2 mongrel 早 4 4 75(25×3) 2400 150 0 0 ○00
3 shliba ♂ 72 10 75(25×3) 9州 0 0 0000
4 mongrel ♂ 120 15 75(25×3) 700 0 0 0000
5 mongrel ♂ 12 29 75(25×3) 150(50×3) lT叩 300 200 150 1叩 ZOO 400 50 0 0 0000
6 mongrel 早 24 9 75(25×3) 1150 0 0 0000
7 mongrel d71 5 5 75(25×3) 1200 0 0 0000
8 mongrel 5 6 75(25×3) 1900 0 0 0000
9 mongrel ♂ 5 5 75(25×3) 750 0 0 0000
10 mongrel 辛 5 4.5 75(25×3) 1600 叩 0 0 000
Table2. ChemotherapeuticeficacyofpraziquantelinClonorchisinfectioncats
cats totaldose(mg/kgXdays) eggpergramfeces(EPG)
No Variety Sex age(month) yeiEht(kg) 6at-< 12 18 21 30 36 42 48 54 60 66 72 78
firsttreatment(O°ay) Secondtratment(39-41 ays)
1 mongrel ♂ 18 3 75(25×3) 1州d 100 0 0 0 00
2 mongrel ♂ 8 2 75(25×3) 1450 50 0 0 000
ては78日まで計測を行った｡ただしこれらのコン
トロールも39日目より3日間プラジカンテルを25
mg/kg(絵量150mg/kg)連日投与して効果を確認
した｡
成 績
コントロール以外の犬10頭 (Table1)のうち
No.2,No.5,No.10を除く7頭は第1回の75
mg/kgの捜与によってEPGが 6日後には陰転
した｡ただしN0.2とNo.10の犬は陰転までにや
や時間は要したが12日以降は完全に陰転した｡し
かしN0.5の犬は投薬前に較べてEPGは下がっ
たものの36日日になっても相変わらず一定数の虫
卵を排出し続けた｡そこで150mg/kgを再度投与
したところ48日以降は完全に陰転した｡コントロ
-ル犬にも39-41日にかけて線量150mg/kgを3
回にわけて連日投与したところ48日以降は完全に
猫 (Table2)でもコン トロールを除 くNo.
1,N0.2の2頭とも第1回の75mg/kgの投与だ
けで12日以降完全にEPGは陰転した｡N0.3の
コントロールも39-41日に総量75mg/kgを3回
に分けて連日投与したところ48日以降は完全に陰
転した｡
考 察
プラジカンテルは人体寄生虫の中の住血吸虫の
駆除のために開発された駆虫薬で,現在では住血
吸虫のみならず広 く吸虫,条虫の駆虫に効果が認
められ使用されている｡獣医学の領域においても,
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特に犬や猫の条虫に広 く利用されその著効が認め
られている1･2･3･4)Oいずれも1回の投与で95%以
上または1000/.の駆虫効果 を得ている.ただDi-
P勿′lobothriumen'naceiにたいしては他の円葉類
条虫における投与量より多量の投薬を必要として
いる1･3･5)｡犬や猫の吸虫に関しても肺吸虫7),壷型
吸虫6),横川吸虫9)などセ有効性が報告されてい
る｡肝吸虫に関しては人体における優れた効果が
報告されている10･11)が犬や猫の肝吸虫症について
の報告はなく,感染ラット8)においての効果が報
告されているのみである｡
今回の我々の結果においても1頭の犬(No.5)
を除いては総て75mg/kgの投与で完全駆虫され
ている｡N0.5の犬だけは第1回日の投薬により
EPGは下がったものの36日日までほぼ-定借 を
維持し,むしろ回復傾向さえ見られた｡しかし第
2回の投薬により48日以降は完全に0になり駆虫
は成功した｡人の肝吸虫症の集団治療11)において
も稔投与量75mg/kgで81.5%の治癒率が報告 さ
れている｡ただしEPG値が1000以上になると治
癒率の低下を示している｡今回実験に用いたN0.
5の犬はEPGが1700と高かったが他にもっと高
い犬が完全に治癒 しているので,他の要因が大き
く作用していたものと考えられる｡この犬は年齢
は1歳と若 く,体重も最も重 く体力的に他の犬に
勝っていたのが関係したのではないかと考えられ
る｡本剤の有効性は他の多くの吸虫や条虫で報告
されているように肝吸虫症においても総量75mg/
kgの投薬で犬では91%,猫では100%の治癒率が
得られた｡
結 論
肝吸虫を実験的に感染させた犬および猫にプラ
ジカンテルを投与し,駆虫効果をしらべた｡
1)犬では総量75mg/kgの投与で91%の治癒率
を得た｡
2)猫では稔量75mg/kgの投与で100%の治癒率
が得られた｡
3)プラジカンテルは犬および猫の肝吸虫症にお
いても有効な駆虫薬と考えられる｡
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